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「self-regulated learning prototype」というクエリで 2018 年 9 月 9 日に調査を行った所，予
見段階（図 1.1 の Forethought Phase）に着目した研究は見受けられなかった． [2] [3] [4] [5] 
[6] [7] [8] 
 
                                                      



































本論文は 5 つの章から構成されている． 




























2.2. SNS を用いたパーソナリティ分析 
人々がインターネット上に書き込んだ情報からユーザのパーソナリティを推定する研究
は SNS が発展する前から行われてきた． [10] 
ソーシャルメディアの登場以降，そのユーザ数は年々増加の一途を辿っており，日本で























3.2. 第 1 次予備実験 
基本的な自己調整学習の機能を実装したアプリケーションを利用して実験を行った． 
この実験には 21 歳から 25 歳の 8 名の男女（うち男性 7 名女性 1 名）が参加したが，こ






3.3. 第 2 次予備実験 
この実験には 20 歳から 24 歳の 8 名の男女（うち男性 7 名女性 1 名）が参加した．この
内 6 名のユーザが継続的な利用をしており，通知機能の重要性が確認された． 
 
3.4. 予備実験結果 
第 1 次，第 2 次予備実験を通して最低どちらかの予備実験に参加した 10 名の男女（う
ち男性 9 名女性 1 名）に対して実験アプリケーションに関するアンケートを行った． 
結果として図 3.1 に示すようにアプリケーションで実装したホーム画面追加機能(4 章 2
節にて詳述する)の効果や，図 3.2 に示すようにアプリケーションによる学習の効果が示さ
れた．（図はこのアプリケーションの利用後にユーザが自分の能力を上昇したと感じたか







図 3.1 ホーム画面追加機能の効果 
 
 
図 3.2 アプリケーションの効果 
 
また，分析されたパーソナリティのパラメータと目標設定の方式の相関について分析を
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この実験を通して応用情報技術者試験の問題を解く
能力が上がったと思いますか？




図 3.3 友好性と目標設定の関係 
 
 
図 3.4 社交性と目標設定の関係 
 
 























図 3.6 安定性と目標設定の関係 
 
 
図 3.7 理想と目標設定の関係 
 
 








































図 3.3 から図 3.9 による分析結果から，ビックファイブの外向性の中にある 3 つのパラ
メータ(友好性・社交性・明朗性)とニーズの中にある 4 つのパラメータ(安定性・理想・自
由主義・自己表現)の 7 つのパラメータが得られた． 
これらの 7 つのパラメータのうち，他人との付き合いで刺激を求める個人の傾向である


























つ一定以上の知識がある分野として応用情報技術者試験（Applied Information Technology 




regulated AP Learning App.から「SRAL」と呼称する． 
 
4.1. パーソナリティ分析 
一般に HCI 分野のパーソナリティ分析においては NEO Five-Factor Inventory(NEO-FFI)な
どの多数のアンケート項目からパーソナリティを推定する手法が採用されることが多い． 




幅に減じるために IBM Watson™ Personality Insights2 サービスを利用した． 
IBM Watson™ Personality Insights サービスは Neo-FFI などの学術的な理論に基づき，パー






ての特性での平均相関が増加し，3000 単語で十分な精度(すべての特性での平均 MAE が
12.1%，すべての特性での平均相関 0.257)となる． 
SRAL では，ユーザの Twitter3と OAuth 認証にて連携を行い，直近 600 回分の投稿情報を
取得し，IBM Watson™ Personality Insights サービスの API を利用することでユーザのパー
ソナリティ情報を取得した．図 4.2 にパーソナリティ情報の一例を示す． 
このサービスを利用することで，SRAL においてユーザはログイン後 1 クリックするの
みでパーソナリティ分析の結果を受け取ることが可能となり，アプリケーションの導入コ
ストを大幅に削減することに成功した． 
                                                      
2 https://www.ibm.com/watson/jp-ja/developercloud/personality-insights.html 
 accessed 2019/01/22 
3 マイクロブログ型の SNS サービス(https://twitter.com/) 
図 4.2 取得したパーソナリティの例 
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Progressive Web Apps.4（以下 PWA）を導入した． 




図 4.3 ホーム画面追加機能 
PWA の規格をサポートした Web アプリケーションはスマートフォンのホーム画面に追
加することが可能になる他，プッシュ通知機能などの通常の Web アプリケーションでは不
可能な端末自身のリソースを利用した機能が使用可能になる． 
SRAL ではこの PWA の規格を利用し，ユーザへのアプリケーションの配布コストを無く
したことに加え，図 4.3 に示すホーム画面追加機能や図 4.4 に示すプッシュ通知機能など
によるユーザのアプリ利用への定着を図った． 





図 4.4 プッシュ通知機能 
 
これらの機能による効用を 5 章で示す． 
 
4.3. 通知機能 
3 章 2 節に示す第 1 次予備実験において自己調整学習においてもユーザにアプリケーシ
ョンの利用をリマインドすることが非常に重要であるという結果が得られた． 
このため SRAL においては 2 種類の通知機能を実装することでユーザにアプリケーショ
ンの利用をリマインドした． 
1 種類目の通知方法は前節で示した PWA のプッシュ通知機能を用いた通知機能である．
この方式により Android スマートフォンで実験に参加しているユーザの殆どは通知機能を
利用可能になったが，iOS の safari をはじめとした一部の端末・ブラウザでは PWA のプッ
シュ通知機能をサポートしておらず，別種の通知方法が必要であった． 
2 種類目の通知方法を考慮する際に，システムが得られるユーザの情報として存在する
















なく，2 クラス分類であることなどから線形 SVM を利用した． 
なおこの際，問題数と点数の両方を目標として設定する場合に関してはサンプル数が少
なすぎた（1 人であった）ため，今回の研究では考慮しないこととした． 
図 4.6 に SVM によって分類した結果を示す．図の縦軸は自由主義，横軸は理想のパラメ
ータを示し，クラス 0 は点数による目標設定が適した人を，クラス 1 は問題数による目標
設定が適した人をそれぞれ示す． 




図 4.6 SVM によるクラス分類 
 
この分類結果を利用して，ユーザの目標設定に対するサポートを行った． 
図 4.7 に目標設定のサポートの様子を示す． 
 
 















































アプリケーション全体と目標設定のサポートに関しては以下の図 5.1 から図 5.3 のよう
な結果が得られた． 
 
図 5.1 アプリケーションの効果に関する評価 
 
 
図 5.2 目標設定のサポートの適切さに関する評価 
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システムから提示された目標設定の仕方は
あなたにとって適切なものでしたか















また，目標設定に関してのアンケート結果を図 5.4,5.5 に示す． 
 
図 5.4 目標設定の際の振り返りに関する評価 
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果を参考にしましたか
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設定した目標は自分で決めたものだと
認識できましたか


















通知機能の必要性とこのアプリケーションの応用性に関しては次の図 5.7,図 5.8 に示す
ような結果が得られた． 
1 3 3 3 2
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
目標設定によってこのアプリを継続して利用するこ
とができましたか




図 5.7 通知機能の必要性に関する評価 
 
 
図 5.8 アプリケーションの応用性に関する評価 
 
これらの結果に関する考察を 6 章で示す． 
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図 5.4 で示した通り，4 章 5 節で詳述した自己内省段階の補助を目的とした実装は平均






一方，図 5.5（平均 4.33，分散 0.89）に示す通り，本実験ではほとんどのユーザが設定
した目標をシステムにより設定された目標ではなく自分で設定した目標だと認識すること












































まず 3 章 5 章で示された通り，自己調整学習が適用された学習プロセスであったとして
も通知などによるリマインドが継続的な学習には必要不可欠であることが再度確認され
た． 
加えて 5 章,6 章で示した通り，本研究の目的としていたパーソナリティ分析に基づいた
目標設定の補助は期待した通りの成果を発揮しており，本研究の提案手法は有用であった
といえる． 
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